
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

九
州
電
力
は
七
月
二
十
六
日
、
廃
止
さ
れ
た
火
力
発

電
所
跡
地
に
、
廃
棄
物
の
再
資
源
化
や
技
術
研
究
に
取

り
組
む
資
源
循
環
の
拠
点
「
サ
ổ
キ
ἁ
ラ
ổ
パ
ổ
ク
九

州
」
の
整
備
を
目
指
す
と
発
表
し
た
。
火
力
発
電
所
を

同
様
の
施
設
に
再
利
用
す
る
の
は
国
内
初
。
同
日
、
九

電
と
市
、
早
大
、
ナ
カ
ダ
イ
、
鹿
児
島
銀
行
の
５
団
体

が
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。 

 

九
電
に
よ
る
と
、
整
備
予
定
の
川
内
発
電
所
跡
地

は
、
廃
棄
物
の
中
間
処
理
施
設
や
廃
油
関
連
施
設
は
新

た
に
建
設
し
て
、
発
電
所
の
タ
ổ
ビ
ン
建
屋
と
管
理
棟

は
残
し
、
展
示
館
な
ど
に
改
装
す
る
方
針
。
来
年
３
月

末
ま
で
事
業
化
を
検
討
し
、
４
月
か
ら
開
業
準
備
に
入 
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サ
⒲
キ
⒭
ラ
⒲
パ
⒲
ク
九
州 

整
備
始
動 

サ
ổ
キ
ἁ
ラ
ổ
は
丸
い
と
い
う
意
味
を
さ
す
こ

と
ば
。
エ
コ
ノ
ミ
ổ
は
経
済
で
す
。
丸
い
経
済
と
は

な
ん
で
し
Ỹ
う
。 

今
ま
で
の
経
済
活
動
は
つ
く
る→

使
う→

捨
て

る
。
お
し
ま
い
。
で
も
こ
れ
を
、
使
う→

な
お
す
・

作
り
な
お
す→

使
う
。
に
す
れ
ば
そ
こ
で
丸
く
循
環

し
ま
す
。
そ
れ
ỵ
て
リ
サ
イ
ク
ル
？ 

サ
ổ
キ
ἁ
ラ
ổ
エ
コ
ノ
ミ
ổ
を
日
本
語
に
す
る

と
、
循
環
経
済
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
商
品
を
循

環
さ
せ
続
け
ま
し
Ỹ
う
、
捨
て
る
も
の
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
し
ま
し
Ỹ
う
と
い
う
こ
と
。
サ
ổ
キ
ἁ
ラ

ổ
エ
コ
ノ
ミ
ổ
で
は
、
無
駄
を
な
く
し
ま
し
Ỹ
う
、

と
い
う
風
に
も
い
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
役
に
立
た

な
い
も
の
は
な
く
、
も
う
一
度
使
え
る
よ
う
に
考
え

た
ら
使
え
る
よ
ね
、
と
い
う
こ
と
。 

ま
た
、
効
率
で
は
な
く
、
効
果
的
な
も
の
の
作
り

方
、
サ
ổ
ビ
ス
を
考
え
よ
う
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
効
率
だ
け
考
え
る
と
、
捨
て
た
り
一
時
期
だ
け

使
う
も
の
の
方
が
効
率
的
だ
ỵ
た
り
し
ま
す
が
、
循

環
経
済
の
方
が
利
益
に
も
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

一
時
的
な
使
用
は
無
駄
で
あ
る
と
考
え
、
資
源
や

素
材
を
も
う
一
度
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
は
世
界
規
模
で
4.5
兆
ド
ル
の
経

済
効
果
が
生
ま
れ
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。 

⒓
サ
⒲
キ
⒭
ラ
⒲
エ
コ
ノ
ミ
⒲
⒔ 

て 

何
で
す
か
？ 

「サーキュラーパーク九州」 

▼発電所のタービン建屋を再利用 

資源循環の取組み紹介する展示施設 

サーキュラーエコノミーの三原則 

１． 廃棄物や汚染を生み出さない設計 

２． 製品や原材料を使い続ける 

３． 自然のシステムに再生する 

る
。
投
資
額
や
雇
用
者
数
な
ど
詳
細
は
検
討
中
。 

 

構
想
で
は
、
九
州
南
部
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ỿ
ク
や
鉄
、
木

材
、
廃
油
な
ど
を
回
収
。
廃
棄
物
の
１
０
０
％
近
い
再
利

用
実
績
が
あ
る
ナ
カ
ダ
イ
ホ
ổ
ル
デ
ỻ
ン
グ
ス
(
東
京
)

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
分
別
・
選
別
を
徹
底
し
て
素
材

に
再
資
源
化
す
る
。
並
行
し
て
資
源
循
環
の
新
技
術
の

研
究
や
実
証
実
験
に
取
り
組
む
。
先
進
的
に
研
究
す
る

早
大
が
参
画
し
、
他
大
学
と
の
ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
も
生
か

す
。 

 

サ
ổ
キ
ἁ
ラ
ổ
パ
ổ
ク
構
想
に
は
、
す
で
に
花
王
や

ト
ヨ
タ
、
南
国
殖
産
な
ど
県
内
外
の
企
業
・
大
学
２
２
団

体
が
関
心
を
示
し
、
具
体
的
な
研
究
事
業
を
検
討
す
る

団
体
も
あ
る
と
い
う
。 

田
中
良
二
市
⾧
は
「
新
た
な
人
流
、
物
流
、
経
済
好
循

環
が
生
ま
れ
る
」
と
期
待
し
て
い
る
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「
台
風
の
時
の
行
動
が
分
か
ỵ
た
」「
ド
キ
ド
キ
し

た
」
な
ど
未
来
の
気
象
予
報
士
の
可
愛
い
声
が
聞

け
ま
し
た
。 

※
今
回
の
講
師 

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
気
象
キ
ἀ
ス
タ
ổ
今
村
聡
さ
ん 

元
Ｋ
Ｔ
Ｓ
気
象
キ
ἀ
ス
タ
ổ
渡
司
陵
太
さ
ん 

Ｈ
Ｎ
Ｋ
気
象
キ
ἀ
ス
タ
ổ
神
谷
亜
弓
さ
ん 

わ
く
わ
く
薩
摩
土
曜
塾
は
「
世
界
自
然
遺
産
を

目
指
す
川
内
川
あ
ら
し
協
議
会
」
が
企
画
し
て
い

ま
す
。 

コミセン窓から 

秋
風
に
乗
⒡
て
鳴
り
響
け
！ 

卓
球
同
好
会
は
毎
月
木
曜
日
に
午
前

九
時
か
ら
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
セ
ン
タ
ổ
の

二
階
で
行
ỵ
て
ま
す
。 

心
地
良
く
響
く
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
音

と
、
常
に
笑
い
の
絶
え
な
い
和
気
藹
々

と
し
た
環
境
が
老
化
防
止
に
役
立
ỵ
て

い
ま
す
よ
。
会
員
は
二
十
二
名
と
人
気

の
同
好
会
で
す
。 

⒓
気
象
キ
⒬
ス
タ
⒲
体
験
⒔ 

わ
く
わ
く
薩
摩
川
内
土
曜
塾 

【
親
子
で
気
象
予
報
士
】 

【
僕
が
気
象
予
報
士
】 

七
月
と
八
月
の
わ
く
わ
く
薩
摩
川
内
土
曜
塾
は

二
回
に
亘
ỵ
て
三
名
の
人
気
気
象
予
報
士
を
講
師

に
迎
え「
気
象
キ
ἀ
ス
タ
ổ
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。 

会
場
は
川
内
港
高
速
船
タ
ổ
ミ
ナ
ル
ミ
ổ
テ
ỻ

ン
グ
ル
ổ
ム
で
、
児
童
を
中
心
に
そ
の
保
護
者
も
含

め
、
全
二
回
で
二
十
五
名
ほ
ど
の
参
加
者
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

気
象
キ
ἀ
ス
タ
ổ
体
験
は
、
ク
ロ
マ
キ
ổ
合
成
と

い
う
映
像
の
一
部
か
ら
特
定
の
色
の
成
分
を
分
離

し
、
そ
こ
に
別
の
映
像
を
合
成
す
る
技
術
体
験
で
、

今
回
は
緑
色
の
布
の
前
で
人
物
を
撮
影
し
、
背
景
に

天
気
図
な
ど
の
映
像
を
は
め
込
み
、
今
の
お
天
気
状

状
況
や
今
後
接
近
が
予
想
さ
れ
る
台
風
情
報
等
を

解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

「
指
し
た
所
が
左
右
逆
に
な
ỵ
て
難
し
か
ỵ
た
」 

次
回
の
わ
く
わ
く
土

曜
塾
は
九
月
二
十
四
日 

「
気
象
体
験
で
知
ろ
う 

川
内
川
あ
ら
し
」
で
す
。 

完
全
予
約
制
で
先
着

二
十
名
ま
で
。
水
引
コ
ミ

セ
ン
で
予
約
受
け
付
け

て
ま
す
。 

第
十
六
回
薩
摩
川
内
市 

校
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
結
果 

八
月
二
十
八
日
に
グ
リ
ổ
ヒ
ル
カ
ン

ト
リ
ổ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

水
引
か
ら
は
、
島
田
一
正
さ
ん
、
古
栫

博
明
さ
ん
、
市
来
稔
晴
さ
ん
、
楢
木
敏
文

さ
ん
、
永
田
理
喜
雄
さ
ん
、
原
園
法
久
さ

ん
の
六
名
が
チ
ổ
ム
を
組
ん
で
四
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た 

な
お
個
人
成
績
で
も
島
田
一
正
さ
ん

は
総
合
二
位
と
大
健
闘
、
市
来
稔
晴
さ

ん
が
２
番
で
ニ
ア
ピ
ン
を
獲
得
さ
れ
て

ま
す
。 

八
月
二
十
七
日
、
気
象
キ
ἀ
ス
タ
ổ

体
験
と
同
日
、
会
場
の
隣
に
あ
る
「
と

れ
た
て
市
場
」
は
開
店
前
か
ら
⾧
い
行

列
が
で
き
て
ま
し
た
。 

最
後
尾
で
誘
導
係
を
担
当
さ
れ
た
お

店
の
ス
タ
ỿ
フ
に
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
本
日
は
イ
カ
＆
岩
ガ
キ
祭
り
を
や

ỵ
て
い
て
、
特
に
羽
島
直
送
の
岩
ガ
キ

は
人
気
商
品
と
い
う
こ
と
で
、
行
列
の

お
目
当
て
商
品
だ
そ
う
で
す
。 

川
内
と
れ
た
て
市
場
は
川
内
市
漁
業

協
同
組
合
直
営
の
直
売
所
で
、
と
れ
た

て
の
新
鮮
な
お
刺
身
や
お
寿
司
な
ど
の

海
産
物
、
出
来
立
て
の
お
惣
菜
、
地
元

農
家
の
野
菜
、
加
工
品
、
特
産
物
を
販

売
し
て
ま
す
。 

次
回
は
九
月
二
十
四
日
土
曜
日
、
み

ん
な
大
好
き
「
い
せ
え
び
祭
り
」
で
す
。

こ
れ
は
見
逃
せ
な
い
か
も
。(
大
迫
) 

【川内とれたて市場】 


